
(57)【要約】

【課題】固体電池において保護膜が剥がれること、電池

容量が少なくなることが課題となっている。

【解決手段】本発明の固体電池は、発電要素と、前記発

電要素を覆う酸化シリコン系膜からなる第１の保護膜１

８と、前記第１の保護膜を覆う第２の保護膜１９と、前

記第２の保護膜を覆う第３の保護膜２０を備え、前記第

３の保護膜２０の大気に露出した表面は酸化シリコン系

膜、又は酸化チタン系膜であり、かつ酸化シリコン系膜

と窒化シリコン系膜の積層体層、又は酸化チタン系と窒

化シリコン系膜の積層体層を少なくとも１以上有する、

保護膜の剥がれがなくかつ電池容量の充放電特性が優れ

、さらにサイクル劣化がない固体電池となる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 上 に 、 第 １ 集 電 体 、 第 １ 電 極 、 固 体 電 解 質 、 第 ２ 電 極 、 第 ２ 集 電 体 を 積 層 し た 発 電 要
素 と 、 保 護 膜 と を 備 え た 固 体 電 池 で あ り 、 前 記 保 護 膜 は ３ 層 以 上 積 層 さ れ て な り 、 少 な く
と も 一 層 が 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
保 護 膜 の 最 外 層 は 酸 化 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 固 体 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
保 護 膜 の 膜 厚 は ０ ． １ μ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 固 体 電 池
。
【 請 求 項 ４ 】
発 電 要 素 に 第 １ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ２ の 保 護 膜 と し て 窒
化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ３ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か に 記 載 の 固 体 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
発 電 要 素 に 第 １ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ２ の 保 護 膜 と し て 窒
化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ３ の 保 護 膜 と し て 酸 化 チ タ ン 系 膜 を 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か に 記 載 の 固 体 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 正 極 、 電 解 質 、 お よ び 負 極 が 積 層 さ れ た 固 体 電 池 に 関 し 、 特 に 電 池 の 表 面 に 形 成
す る 保 護 膜 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 機 器 の 小 型 化 、 軽 量 化 に 伴 い 、 電 池 に つ い て も 小 型 化 、 軽 量 化 の 要 望 が 強 く な っ て い
る 。 最 近 で は 一 気 に 縮 小 化 を 進 め る た め 、 固 体 電 解 質 二 次 電 池 を 用 い た 薄 膜 固 体 二 次 電 池
が 注 目 さ れ て い る 。 こ れ ら 固 体 電 解 質 二 次 電 池 の 充 電 お よ び 放 電 は 電 池 を 形 成 す る 材 料 に
含 ま れ る イ オ ン が 担 っ て お り 、 そ の 電 池 が 置 か れ る 外 的 環 境 に 影 響 さ れ る こ と が 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の 場 合 は 充 電 お よ び 放 電 を 担 う の は リ チ ウ ム イ オ ン で あ り 、 水
分 の 影 響 （ 湿 気 ） に よ り 電 池 の 容 量 劣 化 を 生 じ る 。 こ の た め 、 確 実 な パ ッ ケ ー ジ ン グ に よ
っ て 外 環 境 か ら の 影 響 を 絶 っ て い る 。 固 体 電 池 に お い て も 同 様 の こ と が 求 め ら れ 、 電 池 の
表 面 を 形 成 す る 保 護 膜 が そ の 役 割 を 果 た す こ と に な る 。 保 護 膜 に 関 し て は 、 窒 化 珪 素 を 絶
縁 被 膜 と す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ３ は 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 固 体 電 池 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、
基 板 ３ １ 上 に 正 極 集 電 体 ３ ２ 、 正 極 活 物 質 膜 ３ ３ 、 固 体 電 解 質 膜 ３ ４ 、 負 極 活 物 質 膜 ３ ５
、 負 極 集 電 体 ３ ６ を 積 層 し た 発 電 要 素 の 保 護 膜 と し て 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 ３ ７ を 用 い て い た
。 こ れ に よ り 、 そ の 下 地 の 発 電 要 素 を 外 的 衝 撃 や 水 分 （ 湿 気 ） 等 か ら 保 護 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ２ ８ ６ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 窒 化 珪 素 膜 に は 以 下 の よ う な 課 題 が あ る 。 ひ と つ は
、 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 は 硬 質 な 膜 で あ る た め 、 発 電 要 素 の 膨 張 収 縮 等 に よ り 窒 化 シ リ コ ン 系
膜 の 剥 が れ が 生 じ る 。 ま た 、 窒 化 シ リ コ ン 膜 は Ｓ ｉ － Ｎ の 未 結 合 部 を 生 じ や す い の で 、 充
電 お よ び 放 電 を 担 う リ チ ウ ム イ オ ン が ト ラ ッ プ さ れ て 電 池 容 量 が 劣 化 す る と い う 課 題 を 有
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し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 膜 強 度 に 優 れ 、 電 池 容 量 劣 化 の 少 な い 固 体
電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 固 体 電 池 は 基 板 上 に 、 第 １ 集 電 体 、 第 １ 電 極
、 固 体 電 解 質 、 第 ２ 電 極 、 第 ２ 集 電 体 を 積 層 し た 発 電 要 素 と 、 保 護 膜 と を 備 え た 固 体 電 池
で あ り 、 前 記 保 護 膜 は ３ 層 以 上 積 層 さ れ て な り 、 少 な く と も 一 層 が 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 保 護 膜 の 最 外 層 は 酸 化 膜 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 保 護 膜 の 膜 厚 は ０ ． １ μ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 発 電 要 素 に 第 １ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ２ の 保 護 膜
と し て 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ３ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 発 電 要 素 に 第 １ の 保 護 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ２ の 保 護 膜
と し て 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 第 ３ の 保 護 膜 と し て 酸 化 チ タ ン 系 膜 を 形 成 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 固 体 電 池 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
同 図 に お い て 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ 上 に プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 （ Ｃ ｈ ｅ ｍ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｖ ａ ｐ ｏ ｒ
　 Ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ っ て シ リ コ ン 酸 化 膜 １ ２ を １ ５ ０ ０ Å 形 成 し た 上 に 正 極 集
電 体 と し て 金 属 ア ル ミ 膜 １ ３ を 真 空 蒸 着 装 置 に よ り 、 縦 １ ０ ｍ ｍ 、 横 １ ５ ｍ ｍ の パ タ ー ン
で 形 成 し 、 そ の 上 に Ｌ ｉ Ｃ ｏ Ｏ ２ の 正 極 活 物 質 膜 １ ４ を 厚 み ５ μ ｍ 、 縦 横 ８ ｍ ｍ の ６ ４ ｍ
ｍ ２ で ス パ ッ タ に よ り 形 成 し 、 そ の 上 に Ｌ ｉ ２ Ｓ － Ｓ ｉ Ｓ ２ － Ｌ ｉ ３ Ｐ Ｏ ４ の 固 体 電 解 質
膜 １ ５ ｄ を 厚 み ２ μ ｍ 、 縦 横 １ ４ ｍ ｍ で 形 成 し 、 更 に そ の 上 に 、 グ ラ フ ァ イ ト の 負 極 活 物
質 膜 １ ６ を 厚 み ５ μ ｍ 、 縦 横 ８ ｍ ｍ で 形 成 し 、 順 に レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 法 に よ り 積 層
す る 。 そ れ ら の 成 膜 は そ れ ぞ れ 、 前 述 の サ イ ズ に 空 い た 金 属 マ ス ク （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） を 用
い て パ タ ー ニ ン グ す る 。 更 に そ の 上 に 負 極 集 電 体 の 金 属 銅 膜 １ ７ を パ タ ー ニ ン グ さ れ た 金
属 マ ス ク （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） を 用 い て 、 真 空 蒸 着 法 で １ μ ｍ 、 縦 １ ０ ｍ ｍ 、 横 １ ５ ｍ ｍ で 形
成 し て 発 電 要 素 を 構 成 し て い る 。 そ の 上 に 保 護 膜 と し て Ｓ ｉ Ｏ ２ １ ８ と Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ １ ９ と
Ｓ ｉ Ｏ ２ １ ８ を 順 に ス パ ッ タ に よ り 形 成 し た も の で あ り 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ １ ９ の 上 下 に Ｓ ｉ Ｏ

２ １ ８ を 設 け た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 発 電 要 素 の 保 護 膜 と し て い ず れ か 一 層 以 上 を 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 と す る
こ と に よ り 、 電 気 絶 縁 性 に 優 れ た 硬 質 な 膜 と な り 、 そ の 下 地 の 発 電 要 素 は 外 的 衝 撃 や 水 分
（ 湿 気 ） か ら 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 の 下 地 は 前 記 発 電 要 素 を 覆 う 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 か ら な る 第 １ の 保 護
膜 を 形 成 す る こ と で 、 前 記 発 電 要 素 に 膨 張 収 縮 が あ る 場 合 に 対 し て 、 前 記 窒 化 珪 素 膜 の 割
れ や 剥 が れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 更 に 、 前 記 窒 化 珪 素 膜 は Ｓ ｉ － Ｎ の 未 結 合 部 を 生 じ や
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す い の で 、 充 電 お よ び 放 電 を 担 う イ オ ン が ト ラ ッ プ さ れ て 電 池 容 量 が 劣 化 す る こ と も 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 前 記 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 の 上 に 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 を 形 成 す る こ と で 、 前 記 発 電 要 素 の
保 護 機 能 が 増 し 、 特 に ピ ン ホ ー ル 対 策 が 充 分 と な り 安 価 で 信 頼 性 の 高 い 固 体 電 池 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
評 価 結 果 を （ 表 １ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に て 作 成 し た 電 池 は 、 正 常 に 充 放 電 が 行 え て ３ ０ ０ μ Ａ ｈ の 容 量 が 得 ら れ た
。 ま た 電 池 容 量 の 充 放 電 サ イ ク ル 劣 化 も 見 ら れ ず （ 試 験 ▲ １ ▼ ） 、 膜 の ピ ン ホ ー ル 発 生 も
な く （ 試 験 ▲ ２ ▼ ） 、 充 放 電 ２ ０ ０ サ イ ク ル 後 の 保 護 膜 の ク ラ ッ ク 発 生 も な か っ た （ 試 験
▲ ３ ▼ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 固 体 電 池 の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 図 １ と
同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 じ 符 合 を 用 い 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
同 図 に お い て 、 発 電 要 素 の 上 に 保 護 膜 と し て Ｓ ｉ Ｏ ２ １ ８ と Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ １ ９ と Ｔ ｉ Ｏ ２ ２
０ を 順 に ス パ ッ タ に よ り 形 成 し た も の で あ り 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ １ ９ の 上 に Ｔ ｉ Ｏ ２ ２ ０ を 設 け
た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
評 価 結 果 を （ 表 １ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 前 述 の 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 尚 、 本 実 施 形 態
に て 作 成 し た 電 池 は 、 正 常 に 充 放 電 が 行 え て ３ ０ ０ μ Ａ ｈ の 容 量 が 得 ら れ た 。 ま た 電 池 容
量 の 充 放 電 サ イ ク ル 劣 化 も 見 ら れ ず （ 試 験 ▲ １ ▼ ） 、 膜 の ピ ン ホ ー ル 発 生 も な く （ 試 験 ▲
２ ▼ ） 、 充 放 電 ２ ０ ０ サ イ ク ル 後 の 保 護 膜 の ク ラ ッ ク 発 生 も な か っ た （ 試 験 ▲ ３ ▼ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
実 施 の 形 態 １ お よ び 実 施 の 形 態 ２ に お い て 、 前 記 発 電 要 素 の 上 に 積 層 さ れ る 第 一 の 保 護 膜
で あ る 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 、 第 二 の 保 護 膜 で あ る 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 、 第 三 の 保 護 膜 で あ る 酸
化 チ タ ン 系 膜 お よ び 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 の そ れ ぞ れ の 膜 厚 を ０ ． １ μ ｍ 以 上 で 形 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 一 の 保 護 膜 で あ る 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 の 膜 厚 が ０ ． １ μ ｍ 以 上 で あ る
た め 、 発 電 要 素 の 充 放 電 を に な う イ オ ン が 第 二 の 保 護 膜 で あ る 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 に ト ラ ッ
プ さ れ る こ と を 防 止 で き 、 ま た 発 電 要 素 の 充 放 電 等 に 伴 う 膨 張 収 縮 も 押 さ え 込 む こ と が で
き る た め 第 二 の 保 護 膜 の 剥 れ や ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 第 二 の 保 護 膜 で あ る 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 膜 厚 が ０ ． １ μ ｍ 以 上 で あ る た め 、 そ の 下 地
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で あ る 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 の 水 分 吸 着 も 防 ぐ こ と が で き る 。 更 に 第 三 の 保 護 膜 で あ る 酸 化 チ
タ ン 系 膜 お よ び 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 の そ れ ぞ れ の 膜 厚 が ０ ． １ μ ｍ 以 上 で あ る た め 、 保 護 膜
の ピ ン ホ ー ル 発 生 率 を 下 げ る こ と が で き る た め 、 信 頼 性 の 高 い 薄 膜 の 固 体 電 池 を 提 供 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ か ら は 、 （ 表 １ ） に 示 す 評 価 方 法 の 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
評 価 方 法 は 試 験 ▲ １ ▼ か ら 試 験 ▲ ３ ▼ が あ る 。 試 験 ▲ １ ▼ と は 評 価 電 池 に つ い て 、 １ Ｃ 充
電 と １ Ｃ 放 電 を １ ０ 回 繰 り 返 し 、 そ の １ ０ 回 目 の 放 電 容 量 の １ 回 目 の 放 電 容 量 に 対 す る 割
合 を 求 め 、 値 が 大 き い 程 サ イ ク ル 特 性 が 良 と 判 断 す る 評 価 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
試 験 ▲ ２ ▼ と は シ リ コ ン 基 板 上 に ２ ０ ０ ０ Å 、 １ ｃ ｍ ２ の ア ル ミ 膜 を 形 成 し 、 そ の 上 に 評
価 す べ き 保 護 膜 を 形 成 し 、 次 に ７ ０ ℃ の 燐 酸 溶 液 に １ ０ 分 間 浸 漬 後 、 ア ル ミ エ ッ チ ン グ さ
れ た 箇 所 を 顕 微 鏡 に て カ ウ ン ト す る 方 法 で 、 カ ウ ン ト 数 が 少 な い ほ ど 膜 ピ ン ホ ー ル が 少 な
く 膜 質 が 良 と 判 断 す る 評 価 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
試 験 ▲ ３ ▼ と は 評 価 電 池 に つ い て 、 １ Ｃ 充 電 と １ Ｃ 放 電 を ２ ０ ０ 回 繰 り 返 し 、 次 に 保 護 膜
の ク ラ ッ ク 発 生 の 有 無 を 顕 微 鏡 に て 観 察 す る 方 法 で 、 電 池 の 充 放 電 に よ る 膨 張 収 縮 に よ る
保 護 膜 の ク ラ ッ ク 発 生 を 確 認 し て 膜 強 度 を 見 極 め る 評 価 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 固 体 電 解 質 薄 膜 材 料 と し て は 、 銀 イ オ ン 導 電 性 固 体 電 解 質 、 銅 イ オ ン 導 電 性 固 体 電
解 質 、 リ チ ウ ム イ オ ン 導 電 性 固 体 電 解 質 、 プ ロ ト ン 導 電 性 固 体 電 解 質 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ こ で 、 特 に 、 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 と 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 （ 又 は 酸 化 チ タ ン で も 良 い ） と の 積
層 構 造 の う ち 、 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 を 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 に よ っ て 挟 ん だ 構 造 に お い て 、 窒 化
シ リ コ ン 系 膜 の 膜 厚 を ｔ １ 、 窒 化 シ リ コ ン 系 膜 を 挟 ん だ 酸 化 シ リ コ ン 系 膜 の 膜 厚 を ｔ ２ 、
ｔ ３ と す る と 、 ｔ １ ≦ ｔ ２ ＋ ｔ ３ の 関 係 が あ れ ば 保 護 膜 の 割 れ が 減 少 す る こ と を 見 出 し た
。 例 え ば 、 ｔ ２ 、 ｔ ３ を そ れ ぞ れ ０ ． ２ μ ｍ に 設 定 し て 窒 化 シ リ コ ン 膜 の 膜 厚 ｔ １ を 大 き
く し て い き 顕 微 鏡 に よ り 保 護 膜 表 面 の 割 れ を 観 察 す る と 、 窒 化 シ リ コ ン 膜 の 膜 厚 が お よ そ
０ ． ４ μ ｍ 程 度 ま で で は 保 護 膜 の 割 れ は 無 か っ た が 、 こ れ 以 上 に な る と 割 れ の 数 が 次 第 に
増 加 す る こ と が 認 め ら れ た 。 上 記 の 理 由 と し て は 、 窒 化 シ リ コ ン 膜 を 挟 む 膜 の 応 力 緩 和 作
用 が 窒 化 シ リ コ ン 膜 の 膜 厚 増 大 の た め に 減 少 す る た め と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 の 固 体 電 池 に よ れ ば 、 ピ ン ホ ー ル や ク ラ ッ ク 発 生 の 無 い 膜 強 度 に 優 れ
た 保 護 膜 を 有 し 、 か つ 電 池 容 量 の 充 放 電 サ イ ク ル 劣 化 が 見 ら れ な 固 体 電 池 と す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に １ お け る 固 体 電 池 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 固 体 電 池 の 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 の 固 体 電 池 の 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 シ リ コ ン 基 板
１ ２ 　 シ リ コ ン 酸 化 膜
１ ３ 　 金 属 ア ル ミ 膜
１ ４ 　 正 極 活 物 質 膜
１ ５ 　 固 体 電 解 質 膜
１ ６ 　 負 極 活 物 質 膜
１ ７ 　 金 属 銅 膜
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１ ８ 　 Ｓ ｉ Ｏ ２ （ 第 １ の 保 護 膜 ）
１ ９ 　 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ （ 第 ２ の 保 護 膜 ）
２ ０ 　 Ｔ ｉ Ｏ ２ （ 第 ３ の 保 護 膜 ）
３ １ 　 基 板
３ ２ 　 正 極 集 電 体
３ ３ 　 正 極 活 物 質 膜
３ ４ 　 固 体 電 解 質 膜
３ ５ 　 負 極 活 物 質 膜
３ ６ 　 負 極 集 電 体
３ ７ 　 窒 化 シ リ コ ン 膜 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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